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学校長あいさつ（校内放送で実施） 

 

高志中学校に入学された皆さん、こんにちは。校長の山内悟です。 

 

３月・４月と学校が臨時休校となり、その間に皆さんは小学校を卒業し、この高志中学

校に入学しました。４月６日、本校のホームページに入学許可宣言の文章を載せましたが、

今日あらためて、皆さんにお祝いの言葉を言いたいと思います。入学おめでとう。 

 

今日、新入生の皆さんを迎えることができて、私たちはとてもうれしい気持ちでいっぱ

いです。教室にいる担任の先生、副担任の先生たちも、とてもうれしそうな顔をしている

と思います。また、皆さんの先輩、２年生・３年生も、皆さんの入学を楽しみにしていま

した。直接会えるのは、まだ少し先になりますが、全校生徒がそろう日を楽しみにしても

らいたいと思います。 

 

今日は、新入生登校日ということで、皆さんに学校に来てもらいました。時間は１時間

程度と非常に短いうえに、提出物や配付物、連絡事項などたくさんありますが、初めて会

う担任の先生、新しいクラスメイトとのわくわくする時間を少しでも過ごしてもらえれば

と思っています。家に帰ったら、担任の先生がどんな人だったか、どんな話をしてもらっ

たか、クラスの様子がどんなだったかなど、家の人に伝えてください。 

 

ところで、私はこれまで、本校のホームページにメッセージをいくつか掲載しました。

皆さんは読んでくれたでしょうか。その中で、私は、指示された学習課題のほかにも自分

の興味が向くことに進んで取り組んでほしい、そして、臨時休校の期間にしかできないこ

とを見つけてほしいと書きました。皆さんは、今日までどのようなことに取り組んできた

でしょうか。明日からの生活の中でも、引き続き取り組んでください。 

 

新型コロナウイルスの感染拡大により、「臨時休校」そして「緊急事態宣言」という状態

が続いています。感染防止対策の徹底や行動の自粛が求められ、不自由な毎日が続いてい

ます。私たちがこれまで当たり前と思っていたことがそうではなくなってしまいました。

また、これまでは経験しなかったことを経験したり、これまではしなくてもよかったこと

をしなければならなくなったりしました。 

 

このような中、多くの人が「行動の変容」という言葉を口にします。皆さんはその言葉

の意味をどのように考えますか。自分や家族、大切な人の健康・命を守るための対策をと

ることはもちろん大切です。それに加えて、今の状況について、どこで何が起こっている

かということの情報をしっかりキャッチして、理解するように努めましょう。私たちのた



めに一生懸命働いてくださっている人々に対する感謝や周囲の人たちへの思いやりの心を、

これまで以上に持つようにしましょう。自分の言動が周囲の人や社会にどのような影響を

与えるかを考えながら、行動するようにしましょう。人を傷つけたり差別につながったり

するような言葉や行動は、絶対にしてはいけません。皆さんを含め多くの人がストレスを

抱えている状況ですが、そんな時だからこそ、みんなが幸せになるために自分に何ができ

るか、何をすべきかを考えて行動できる人になってください。 

 

学校の正常化は、まだ少し先の話です。再開されたとしても、その時の学校は、もしか

するとこれまでとは違う姿になっているかもしれません。社会全体を見ても、今後どのよ

うな状況になるか、予測がつきません。しかしながら、どうしてよいかわからないと嘆い

たり、やみくもに不安や心配を募らせたりするのではなく、今の自分の行動が新しい未来

につながるのだという前向きな気持ちを持って毎日を過ごしましょう。今回の新型コロナ

ウイルスのように、私たちはこれからも、正解の分からない問題に直面するでしょうが、

そのたびごとに知恵を絞り、解決策を考え、お互いに協力しながら、壁を乗り越えていか

なければなりません。 

 

ノーベル賞受賞者の山中伸弥先生は、テレビのインタビュー等で、「明けない夜はない。

この危機をみんなで乗り越えよう。」と訴えておられます。また、スポーツ選手やアーティ

ストなど、たくさんの著名人が、人々への感謝やねぎらい、励ましのメッセージを伝える

アクションを起こしています。様々な分野の専門家の方々が、現状を乗り切るためのアイ

デアを出してくださっています。 

 

このような様々な人たちの努力によって、「アフターコロナ」の時代は必ず来ます。それ

は、新しい価値観で社会がつくりあげられていく新しい時代ではないかと思います。世界

の人々に希望と幸福を届けるために、皆さんの力が必要とされる時代であるとも言えると

思います。その時に、皆さん一人ひとりが、自分らしさを活かして活躍することができる

よう、明日からの生活の中で、学習や実施可能な活動に力を注いで、自分の感性と能力を

磨いてください。 

 

まだしばらく登校できる日は限られますが、学校は皆さんにとって「つながっていられ

る場所」でありたいと考えています。悩みや心配事、誰かに聞いてほしいことなどがあっ

たら、学校に電話して担任の先生に相談してください。 

 

皆さんには、来週から、まずは週に 1 日のペースで、登校してもらいます。今後、皆さ

んが登校できる日が増え、新しい友達と一緒に授業を受けたり楽しく過ごしたりできる日

が一日でも早く来ることを願っています。 


